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地震発生

１～２分

３　　分

５　　分

数時間

３日くらい

最初の大きな揺れは１分間

揺れが収まったらまず火の始末

隣近所の安全確認 火災の発生を防ぐ

ラジオなどで正しい情報を入手

協力して消火 救出・救護活動

地震発生時の心構え地震発生時の心構え

●まず、身を守る

●脱出口を確保する

●火元を確認する

●家族の安全を確保する

●靴をはく

●隣近所に声をかける

●近所に火が出ていたら初期消火

●正しい情報をつかむ

●電話はなるべく使わない

●家屋倒壊などの危険があれば避難

●水・食料を家から持ち出す

●壊れた家には入らない

●災害情報・被害情報の収集なお、 この地図を第三者がさらに複製又は使用する場合には、 国土地理院の長の承認を得なければならない。

この地図の作成に当たっては、 国土地理院長の承認を得て、 同院発行の基盤地図情報を使用した。 ( 承認番号　平 22 業使、 第 454 号 )
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計測震度

 ７
揺れにほんろうされ、自分
の意思で行動できない。

立っていることができず、
はわないと動くことができ
ない。

固定していない家具のほと
んどが移動したり倒れたり
し、飛ぶこともある｡

固定していない家具のほと
んどが移動し、倒れるもの
が多くなる。

固定していない家具の大半
が移動し、倒れるものもあ
る。ドアが開かなくなるこ
とがある。

棚にある食器類や書棚の本
で落ちるものが多くなる。
固定していない家具が倒れ
ることがある。

立っていることが困難にな
る。

大半の人が、物につかまら
ないと歩くことが難しいな
ど、行動に支障を感じる。

６強

６弱

５強

震度階 人の体感・行動 屋内の状況
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凡　　　例

　ゆれやすさマップは、地震が起きた際、

敦賀市に大きな影響をおよぼすと考えられ

る活断層及びどこでも起こりうる直下型地

震を想定地震の対象とし、そのゆれやすさ

を 50ｍメッシュ単位に色で表示したもの

です。

　≪このマップの活用方法≫

●わが家が建っている地盤のゆれやすさを

　チェックしましょう。

●わが家のまわりや、普段からよく行くと

　ころ、よく通るところなどについて、想

　定されているゆれの大きさを確認してみ

　ましょう。

●大きな家具や就寝場所など家の中の危険

　な所をチェックし、必要に応じ家具の転

　倒防止対策等を行いましょう。

●避難経路や避難場所を確認し、家族・地

　域で避難方法などについて話し合ってお

　きましょう。

※このマップに示す震度は、活断層の位置

　や地震の規模を仮定したものであり、地

　震の発生の仕方によっては、これより強

　くなったり弱くなったりすることがあり

　ます。あくまでも予測結果であることを

　理解したうえで、防災対策にご活用くだ

　さい。

ゆれやすさマップについてゆれやすさマップについて

0 500 1000

縮尺 1:40,000

1500 2000ｍ

ゆれやすさマップ
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このマップは、将来起こりうる地震を想定し、作成したもの

です。地震による建物被害などを認識していただき、建物の

耐震化や地震対策など、日頃からの備えにお役立てください。

このマップは、将来起こりうる地震を想定し、作成したもの

です。地震による建物被害などを認識していただき、建物の

耐震化や地震対策など、日頃からの備えにお役立てください。

①　ゆれやすさマップ

②　液状化危険度マップ

③　地域の危険度マップ

地震マップは以下の 3つの
マップで構成されています。
地震マップは以下の 3つの
マップで構成されています。


